
基労発 0722第 1号

平成25年7月22日

三重労働局長殿

厚生労働省労働基準局

労災補償部長

(公印省略)

塩化ビニルばく露作業従事労働者に生じた疾病の業務上外について(回答)

平成25年2月 14日付け三労発基0214第5号をもってりん伺のあった標記の

件について、下記のとおり回答する。

記

本件については、別添のとおり、労働基準法施行規則別表第1の2第7号9

に定める業務上の疾病に該当するものとして取り扱われたい。



業務上外の判断理由

I 医学的検討の前提となる事実

1.被災労働者について

氏名

生年月日

事業場名

事業の種類

傷病名肝血管肉臆

発症年月日

死亡年月日

請求年月日

2.事案の概要

3.職歴

事業場在籍期間:

[作業内容]

[取り扱った物質I
塩化ピニノレ (CH2=CHCl) 特定化学物質第2類(常温常圧で無色の気体)

[作業環境]



[保護具の使用状況]_: 
_: 

4.症状の経過

5.医師の意見

(1)主治医意見書要旨



- 医師(平成24年 11

月7日)

( 3 )地方労災医員意見書小西得司医師(平成24年 12月21日)

(4 )最終病理解剖検査報告書(平成25年2月 20日 .医師)

6.その他参考事項

(1)当該事業場における同様の疾病の発生状況

肝血管肉腫



肝血管肉腫

(2 )被災労働者の既往歴等

既往歴:

E 業務上外の判断

を十分に理解した上

で、専門的見地から検討が尽くされたものと認められることから、これを採用して、

本件を労働基準法施行規則第 35条別表第1の2第7号の9に定める業務上疾病と

認めるものとする。



平成 25年 4月 2自

厚生労働省労働基準局

労災補償部長殿

平成 25年 3月 29.日 l乙索臓がら意見を求められた下記 1の事案について、下記 2

のとおり業務上外に係急医学的意見を申し述べる。

1 労働者氏名;:-

傷病名 肝血管掬』童日

発症年月日 τ

記


